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下記につきましては、「難病と在宅ケア」（株式会社日本プランニングセンター）のホ

ームページをご参照ください。 

「難病と在宅ケア」☞☞☞ http://www.jpci.jp/ 

 

 

 

「できることを活かす継続的支援」渡辺崇史 

（難病と在宅ケア Vol11 No11 2006年2月 7頁～12頁） 

 

「筋ジストロフィー患者さんの進行に応じたコミュニケーション支援」田中栄一 

（難病と在宅ケア Vol11 No11 2006年2月 13頁～17頁） 

 

「ミオパチー患児のコミュニケーション」岡田美砂 

（難病と在宅ケア Vol11 No11 2006年2月 19頁～22頁） 

 

「状況に応じたコミュニケーションの手法」日向野和夫 

（難病と在宅ケア Vol11 No11 2006年2月 23頁～27頁） 

 

「コミュニケーション・スイッチの設置事例」日向野和夫 

（難病と在宅ケア Vol12 No2 2006年5月 42頁～46頁） 

 

「脊髄小脳変性症患者さん向けのスイッチ製品化」日向野和夫 

（難病と在宅ケア Vol12 No11 2007年2月 58頁～59頁） 
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